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サービス

2028年度より量子HPC連携システムをクラウドサービスとして顧客企業に提供予定

クラウドサービス提供

[本プロジェクト]

理研

ソフトバンク

顧客企業

顧客企業

量子コンピュータベンダー
＆HPCベンダー

コンピュータ
リソース提供

¥

コンピュータ
リソース利用料

¥

クラウドサービス利用料

量子HPC連携システム
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スケジュール

2026年度からのトライアル提供を目指し、パートナー企業との連携を推進
数社から参加表明を頂き、順調に進行中
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1. 【テストユーザープログラム】
HPC、量子コンピュータの両方の利用経験があると想定される企業に参加を打診
本プラットフォームを利用したフィードバックを得ることで、利便性の向上を図る
JSR株式会社、トヨタ自動車株式会社、ソフトバンク株式会社の課題が採択
他、数社の参加表明を頂いている状況

2. 【Q-STARとの連携強化】
ユーザー企業が多数参加し、ユースケースについての議論が活発であるQ-STARでの活動を強化
・2024年8月にデータ基盤戦略本部副本部長折原がQ-STAR実行委員として参加
・2025年1月に、プロジェクトリーダーの佐藤先生による本プロジェクトのセミナーを実施

3. 【ユーザー企業ヒアリング】
昨年度のシンポジウムに参加いただいた企業や、HPCを利用している企業を中心に量子コンピュータやHPC利用
への課題、量子・HPCハイブリッドプラットフォームに期待することのアンケートを取得
得られた意見や要望をプラットフォームへ反映する
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進捗状況



© 2025 SoftBank Corp.

QSCI法を用いた量子有用性のブレイクスルー
により、NISQマシンでも実用的な計算ができ
る可能性が見えてきた

本可能性を踏まえ、化学系テストユーザー企
業との連携を強化し、具体的なユースケース
と市場仮説を検討していく
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事業仮説について
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